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人口１６６１人 

（男）８４０人 

（女）８２１人 

 世帯数 

   ６２９世帯 

  ( R3.7.1現在) 

No174 

2021.8.1 

令和３年 

シーズン到来 

 

自
然
豊
か
な
郷
土
・
東
野
。
そ
の
景
観
は
住
民
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
、
春
先
か
ら
秋
に
か
け
て
里
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
草
刈
り
機
の
音
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
こ
れ
も
年
中
行
事
の
一
つ
で
環
境
を
守
る
大
切
な
こ
と
で
す
。 

 

今
年
も
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
。 

 

川でも 

 

田でも 

山でも 

飯沼川を通じて郷土愛を育てる会 

公務員ＯＢ会 
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私
た
ち
の
郷
土
・
東
野
は

阿
木
川
と
飯
沼
川
、
そ
し
て

定
蓮
寺
川
の
恵
み
を
受
け
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
川
が

あ
っ
た
お
か
げ
で
、
稲
作
が

盛
ん
に
な
り
、
村
が
で
き
、

文
化
が
育
ち
ま
し
た
。 

 

し
か
も
、
東
野
は
、
山
々

か
ら
の
肥
沃
な
土
が
流
れ
出

る
扇
状
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
お
い
し
い
コ
メ
が
取
れ

る
こ
と
で
有
名
で
す
。
実

際
、
飛
鳥
時
代
に
は
、
こ
の

近
く
か
ら
朝
廷
へ
次
米
を
献

上
し
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。 

 

し
か
し
、
恵
み
を
受
け
る

一
方
で
、
川
が
ひ
と
た
び
牙

を
む
く
と
大
変
な
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
何

度
と
な
く
阿
木
川
、
飯
沼

川
、
定
蓮
寺
川
が
氾
濫
し
、

大
き
な
被
害
を
受
け
て
き
ま

し
た
。 

 

安
全
で
豊
か
な
生
活
を
築

く
に
は
、
川
と
の
戦
い
を
続

け
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。 

 

井
林

い
ば
や
し

（
先
人
の
備
え
） 

 

み
な
さ
ん
、
「
井
林
」
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。 

 

東
野
は
、
昔
か
ら
水
害
が
多
か
っ
た
の

で
、
明
治
の
は
じ
め
に
は
、
な
か
ま
の
山

の
一
部
を
「
井
林
」
と
決
め
て
堤
防
な
ど

を
な
お
す
材
料
を
と
る
場
所
と
し
ま
し

た
。 

 

災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
な
か
な
か
む
つ
か

し
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
災
害
か
ら

い
か
に
復
旧
す
る
か
が
大
切
で
す
。 

 

「
井
林
」
と
は
そ
の
災
害
か
ら
復
旧
す

る
た
め
の
備
え
で
あ
り
、
知
恵
で
も
あ
り

ま
し
た
。
東
野
に
は
、
阿
木
川
と
飯
沼
川

の
二
つ
の
大
き
な
川
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
に
「
井
林
」
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

（
場
所
） 

 

阿
木
川
は
、
ダ
ム
の
下
の
山
本
用
水
の

取
り
入
れ
口
の
上
あ
た
り
一
帯
。 

 

飯
沼
川
は
、
浜
井
場
の
松
の
木
墓
地
の

向
か
い
の
山
の
一
部
。 

 

 

現
在
は
行
政
の
力
で
復
旧
を
助
け
て
く

れ
ま
す
が
、
昔
は
ほ
と
ん
ど
自
力
で
の
復

旧
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
「
井
林
」
は
、

大
切
な
備
え
で
あ
り
、
災
害
か
ら
の
早
期

の
復
活
を
願
う
先
人
の
頼
み
で
も
あ
っ
た

の
で
す
。 

   災害との戦い 

 東野の川は、むかしからたびたび氾濫して

いました。 

 飯沼川は昭和３６年の大水の時まではへび

のように曲がりくねった川で、大水が出るた

びに川の流れが変わるほどでした。その災害

の後、今のように飯沼川の下流をまっすぐに

する工事が進められ、さらに川底をコンク

リートで固めたり、ところどころに堰堤をつ

くって砂が流れないようにしました。 

 阿木川も伊勢湾台風があった翌年から少し

ずつ工事が進められ、堤防づくりや、堰堤づ

くりが行われました。橋も、上橋戸橋（昭和

３７年）、やした橋（昭和３７年）、ハイカラ橋（昭和３５年）

と次々に永久橋（コンクリート橋）に作り替えられました。 

 わたしたちの祖先がこの土地に住み着いた時から、飯沼川と阿

木川を相手に戦ってきました。地球温暖化のせいか災害の規模も

昔と比べて大きくなりました。今後ますます備えが大切になって

きます。 

（私たちの郷土～東野の昔と今～）より 

歴
史
で
地
域
を
強
く
す
る 

災害の季節です！万全の準備を・・・ 

西暦 元号 災害 

１７７２年 天明２年 この年から７年間、夏は雨天続き

で大洪水。 

１９２５年 大正１４年 大洪水、向島橋、下橋戸橋、せん

こし以外のぜきはすべて流されて

しまう。 

１９５１年 昭和２６年 飯沼川の大洪水。橋が流され や

まくずれ 

１９５９年 昭和３４年 伊勢湾台風 

１９６１年 昭和３６年 飯沼川の大洪水 災害救助法が発

令される 

 天王前に土砂が流れ込む 

洪水で壊れたハイカラ橋 

昭和26年7月11日災害 
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東山道と東野 

年 時代 国のできごと 郷土のできごと 

１０００ 縄文 

 

  

 

紀元前 

 

弥生 

稲作が始まる 

金属器の使用

が始まる 

〇大野吾遺跡 

〇染戸遺跡 

紀元後  

 

  

１００  各地に小さな

国ができる 

 

２００ 古墳 

 

  

３００  大和政権の全

国統一が進む 

 

４００   〇大野吾遺跡 

５００   〇大野吾遺跡 

６００  飛鳥 

 

聖徳太子が摂

政となる 

 

大化の改新 

〇市内の多くの古 

墳がつうられる 

〇次米が贈られる 

 

７００  

奈良 

 

 〇中の島遺跡 

〇正家廃寺建築 

〇東山道バイパス 

 「吉蘇路」開通 

８００ 平安 

 

  

９００   〇正家廃寺消失 

１０００    

 

 大和朝廷が国家を統一する時期、都と地方

はいくつかの幹線道路で結ばれていました。

その一つが東山道です。沿線には３０里（約

１６キロメートル）の間隔で駅家
うまや

（宿場）が

設けられ、各駅家には「駅馬」をそなえ、人

や物資の移動、運搬にあてていました。 

 駅家は、四面が築地で囲まれ、正面には門

があったそうです。内部には、倉庫・宿泊施設・馬

屋・事務所などあったと思われます。 

 美濃国の東山道には、８つの駅家があったとされ

ています。恵奈郡には大井駅、坂本駅があったとさ

れていますが、現在のどの場所が駅家の場所にあた

るかはっきりわかっていません。 

 ただ、古代の交通路と関係がある遺物が採取され

る場所をつなぐとおおよその道筋が分かってきま

す。その遺物というのは、鏡、玉、剣などの形をし

た石製品です。瑞浪市の土岐町の「高屋遺跡」、瑞

浪市釜戸町の「公文垣内遺跡」、三郷町の「下田中

遺跡」、長島町の「祖理見遺跡」、東野の「若宮遺

跡」「中の島遺跡」、中津川市の「落合五郎遺跡」

などからそれらの石製品がまとまって採集されてい

ます。これらの遺跡をつなげていくと、東山道は、

現在の瑞浪市土岐町、釜戸町から恵奈に入り、現在

の三郷町佐々良木を通り、長島町の永田、正家、そ

して東野を経て、中津川の坂本通じ、手賀野から落

合を経て、神坂峠を超え阿智（現在の長野県阿智

村）へとつながっていたものと考えられています。 

 東野に駅家があった手掛かりがもう一つありま

す。それは、「大門」という地名です。この地名は

現在の自治会の名前にも遺っています。 

「大門」というと、「大きな門」を連想しますが、

この地名から昔のこの地には大きな門をもつ施設が

存在したことが想像で

きます。実際、駅家に

は門があったというこ

とですので、確かに東

野に駅家が存在した手

掛かりとしてもよいと

思われます。 

歴
史
で
地
域
を
強
く
す
る 

東野の古代年譜 

中の島遺跡 
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東野の遺跡～恵那市遺跡詳細分布調査報告書より～ 

きれいに耕地整理された 

東野古墳群 

  
 

恵
那
市
に
は
多
く
の
古
墳
跡
が
残
さ
れ
て

い
て
、
こ
れ
ま
で
に
二
百
近
く
の
古
墳
が
確

認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
多
く
は
古
墳
群
を

作
っ
て
お
り
一
か
所
に
数
個
ず
つ
集
ま
っ
た

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
市
内
で
も
、
長
島

地
区
に
集
中
し
て
お
り
、
永
田
川
や
千
田
川

の
周
辺
に
点
在
し
て
い
ま
す
。
古
墳
は
川
に

近
い
と
こ
ろ
の
小
高
い
所
に
あ
る
と
い
う
共

通
性
が
あ
り
ま
す
。
川
が
あ
る
と
こ
ろ
に
田

畑
を
作
り
、
そ
こ
に
集
落
が
で
き
、
そ
の
近

く
に
古
墳
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
東
野
に
は
阿
木
川
や

飯
沼
川
、
定
蓮
寺
川
が
あ
る
の
で
、
古
墳
跡

が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
が
、
東
野
で

は
古
墳
と
い
う
話
を
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

と
こ
ろ
が
こ
の
度
、
恵
那
市
教
育
委
員
会

よ
り
「
恵
那
市
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
報
告

書
」
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
東
野
に

も
北
山
地
区
に
古
墳
群
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
「
東
野
北
山
古
墳
」

と
称
す
る
古
墳
跡
が
現
存
す
る
こ
と
が
地
図

に
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
地
確
認
に
行
き

ま
し
た
が
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

古
墳
跡
の
存
在
に
よ
り
、
東
野
に
も
稲
作

集
落
が
あ
り
、
有
力
者
が
存
在
し
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。 

歴
史
で
地
域
を
強
く
す
る 

東野北山古墳跡？ 

大門遺跡、若宮遺跡の現在の様子 中の島遺跡の現在の様子 
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先人の思いを・・   
 東野コミュニティセンターの1階ロビーに、

ガラスケースの中に入った2階建ての木造の建

物が展示してあります。下に取り付けられた

説明書きには、次のように書かれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

東
野
青
年
会
館
設
立
の
趣
意
書 

一
国
の
興
廃
も
一
村
の
繁
栄
も
一
家
の
盛
衰
も

其
の
懸
か
る
処
は
人
に
あ
り
。
人
を
造
る
の
急

務
な
る
は
各
方
面
等
し
く
認
る
な
る
も
、
明
日

の
時
代
を
双
肩
に
負
う
べ
き
青
年
の
指
導
教
養

こ
そ
、
就
中
大
切
な
る
は
亦
何
人
も
異
議
な
き

所
な
る
べ
し
。
然
る
に
我
が
東
野
村
に
於
い
て

は
、
其
の
青
年
指
導
の
中
心
と
な
る
べ
き
施
設

な
く
、
或
い
は
近
く
青
年
学
校
が
設
置
せ
ら
る

る
が
如
き
も
、
斯
く
の
如
き
施
設
を
以
て
万
事

解
決
せ
り
と
見
る
が
如
き
は
蓋
し
早
計
に
し

て
、
之
と
併
行
し
て
或
い
は
其
の
延
長
と
し

て
、
青
年
の
み
な
ら
ず
そ
の
延
長
と
し
て
壮
年

期
に
達
し
た
る
人
達
に
対
し
て
も
、
常
に
修
養

の
道
場
を
設
け
修
養
の
機
会
を
得
せ
し
め
、
相

互
研
磨
し
て
人
格
の
向
上
を
期
す
る
要
あ
る
は

言
を
俟
た
ず
。
本
館
は
以
上
の
目
的
達
成
の

為
、
建
設
せ
ん
と
す
る
。 

 
 

 
 

 メッセージ 

 篠原氏は東野青年会館

を寄贈することを通し

て、「人づくりこそ肝

要」という熱きメッセー

ジを贈ってくださいまし

た。そして、その拠点と

して青年会館を使いなさ

いと趣意書に付け加えら

れていました。 

現在のコミュニティセンター 

当時の東野青年会館 

先人から学ぶ 

東野青年会館（戦後は東野公民館） 

 篠原三千郎氏のご寄付により建てられた青年会館でした。新公民館建設のため取り壊し

が決まりました。しかし、その歴史的な意義から保存を望む声もありました。こうした声

を受け、精巧な模型が作られ、コミュニティセンターに展示されていました。改修を機に

多くの方にご覧いただけるよう、1階に移動しました。 

現在の東野コミュニティセンター 
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地
域
の
話
題 

      金曜日16:00～17:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2７日 東野開発振興会 

３日 東野自治連合会（上） 

10日 東野自治連合会（下） 

17日 東野小学校ＰＴＡ 

24日 恵那東中学校ＰＴＡ 

 

花
無
山
句
会
自
選
句 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
令
和
三
年
六
月
十
八
日
） 

・
具
た
く
さ
ん
の
酢
飯
を
包
む
朴
若
葉 

 
 

市
川 

芳
子 

・
開
け
放
つ
風
の
通
る
や
夏
座
敷 

 
 

 
 

内
木
伊
都
子 

・
香
り
佳
し
新
茶
喫
す
る
ほ
ろ
苦
し 

 
 

 

千
藤 

猛
司 

・
風
鈴
を
吊
る
せ
ば
風
が
待
っ
て
お
り 

 
 

千
藤 

恵
三 

 

東
野
こ
ど
も
園
（
六
月
二
十
四
日
） 

 

年
長
さ
ん
が
茶
道
の
勉
強
を
始
め
ま

し
た
。
講
師
に
下
浜
井
場
の
伊
藤
淑
子

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
二
階
の
和
室
で
体
験
学
習
を

し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
礼
儀
作
法
を

し
っ
か
り
学
び
ま
し
た
。 

   

今
年
も
見
事
に
咲
き
ま
し
た 

 

東
野
こ
ど
も
園
の
玄
関
近
く
に
立
派
な
ヒ
ト
ツ
バ
タ
コ
の

樹
が
あ
り
ま
す
。
今
年
も
見
事
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
園
長
先
生
は
、
「
こ
の
時
期
は
毎
日
二
・
三
人
の
方
が

写
真
を
撮
り
に
み
え
ま
す
。
」
と
話
し
て
み
え
ま
し
た
。
ヒ

ト
ツ
バ
タ
ゴ
は
、
ご
く
一
部
の
地
域
だ
け
し
か
生
き
残
っ
て

い
な
い
貴
重
な
樹
木
で
す
。 

 

大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
。 

東野地域学校協働活動 

 この協働活動は、地域と学校が連携・協働した教育活動を行

い、教育活動の充実と地域づくりをめざすものです。この活動

の要となるの

が、推進員で

す。推進員は、

学校の教育ニー

ズに対して、地

域の力を掘り起

こし、教育活動

へとつなげていく人です。 

  初代推進員には、丸山文憲さんが選出されました。丸山さんは常

に学校に寄り添い、学校の支援をしてみえます。 

１年 竹細工 竹トンボ作り 

４年 田植え 

東野こども園に咲くヒトツバタコ 

文
芸 

床の間にあいさつ 
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 東雲会の恒例の行事である花壇

づくりが６月５日に実施されまし

た。いつもは、花壇づくりの前に振興事務所に集合して、高齢者交

通安全講習を受けてからの作業になりますが、新型コロナウイルス

の感染防止のため、安全講習は中止となり、花壇づくりの作業のみ

となりました。 

 花壇は、浜井場の万

場堤の降り口と、東野

の信号のある交差点と

大門の信号付近の３ケ

所にあり、３つのグループに分かれて現地集合で作業をしました。

昨年の秋に植えた花を取り除き、新しい花を植えました。 

 花は、マリーゴールド（黄色、オレンジ）、ベゴニア（赤、ピン

ク、ホワイト）です。満開が楽しみです。 

 

こ
ど
も
園
・
小
学
校
資
源
回
収 

ありがとうございました 

 中の島の遠藤龍美さんより

杖をご寄贈いただきました。

この杖は自立式で、使わない

ときは倒すことなくどこでも

立てておけて便利です。ま

た、中ほどに持ち手があり、

立ち上がる時にとても助かり

ます。 

 遠藤さんには昨年も２本杖

をご寄贈いただきました。今

回のものと合わせますと４本

になります。重ね重ねありが

とうございます。 

 

五
月
三
十
日
、
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
東
野
こ
ど

も
園
、
小
学
校
の
資
源
回
収
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

朝
七
時
半
過
ぎ
か
ら
次
々
と
地
域
の
資
源
が
搬
入
さ

れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
資
源
回
収
は
、
資
源
ご
み
回
収
コ
ン
テ
ナ

（
デ
ポ
）
が
設
置
さ
れ
て
初
め
て
の
も
の
で
し
た
。 

 

回
収
量
の
減
少
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
い

つ
も
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

量
は
と
も
か
く
、
み
ん
な
揃
っ
て
汗
を
か
く
こ
と

に
意
義
が
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。 

５月３０日 東野こども園・小学校 資源回収 

収益金は金額にして87,180円でした。 

次回は11月21日の予定です。 

浜井場の花壇（6月5日） 

寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
杖 

東雲会花壇作り 

大門信号付近（７月２日） 

 市外、県外にお住いの方々に、わがふるさと

「東野」の応援をお願いしてください。いただ

いた寄付金は東野のまちづくりに活用されま

す。応援寄付金は「ふるさとチョイス」でのお

申込みが便利です。 

東野を応援してください！！ 

～ふるさと納税～ 
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東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

☎
二
六
ー
二
五
五
五 

 
 

東
野
地
域
自
治
区
運
営
協
議
会 

☎
二
六
ー
二
二
四
四 
発 行 

 

コ
ミ
セ
ン
花
壇
日
記 

（五
月
二
十
二
日
） 

 

東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
事
務
室
前
に

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
真
夏
に
は
緑
の
カ
ー

テ
ン
が
で
き
、
少
し
で
も
室
内
が
涼
し
く
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

ゴ
ー
ヤ
の
ほ
か
に
、
ミ
ニ
キ
ュ
ウ
リ
、
カ
ボ
チ
ャ

も
植
え
て
あ
り
ま
す
。 

（六
月
二
十
四
日
） 

 

約
一
か
月
た
ち
ま
し
た
。
ず
い
ぶ
ん
と
大
き
く
な

り
ま
し
た
。
ミ
ニ
キ
ュ
ウ
リ
は
、
す
で
に
二
本
収
穫

で
き
ま
し
た
。
ナ
ス
の
収
穫
も
間
近
か
で
す
。 

（
七
月
五
日
） 

 

事
務
室
か
ら
ゴ
ー
ヤ
と
か
ぼ
ち
ゃ
の
蔓
が
見
え
る

ほ
ど
成
長
し
ま
し
た
。
も
う
少
し
で
緑
の
カ
ー
テ
ン

が
出
来
上
が
り
ま
す
。 

  

つ
れ
づ
れ
に
・
・
・ 

 
 

今
年
の
春
は
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
適
度
に
雨
が
降
っ

た
お
か
げ
で
瑞
々
し
い
緑
の
新
芽
が
伸
び
ま
し
た
。

反
面
、
少
々
日
照
不
足
で
、
特
に
葉
物
野
菜
な
ど
は

生
育
不
足
気
味
な
の
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
も
少
し
ず
つ
下
火
に
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
安
心
で
き
ま
せ
ん
。 

今
年
も
東
野
夏
祭
り
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
早
く

通
常
の
日
々
が
戻
る
の
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

 
 
 

 
 

 

5月22日 6月２４日 

コ
ミ
セ
ン 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

花
壇 

ミニキュウリ ナス ししとう 

マリーゴールドとベゴニア 

6/24（木）「消防署見学」へ行って

来ました。救急救命のお話を人形を

使って実技を交えながら学びました。

また緊急指令室を見学させてもらい、

現場の緊迫感を目の当たりにしまし

た。そのあと火災時の煙体験、地震体

験、消防車等の見学、説明等盛りだく

さんの内容でした。とても興味深く参

考になる事ばかりでした。今後の子育

てに役立てていきたいですね。消防署

の皆さんありがとうございました。 

すくすくクラブでは学

級生を募集していま

す。「参 加 し た い

な！」と 思 わ れ る 方

は、コミュニティセン

ターまでお問合せくだ

さい 

7月5日 

菊も2株植えました 


